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保 安 施 設 設 置 基 準 
 
広島県発注工事における円滑な道路交通と現場作業員の安全を確保するため道路工事（道路占用工事に

かかるものを含む、以下同じ）現場における標示施設、防護施設の設置及びこれら管理の取扱いを下記の

とおり定める。 

（道路工事の標識等） 

１．道路工事を行う場合は、必要な道路標識を設置するほか工事区間の起終点ならびに修繕、舗装工事等 

工事延長が長く、しかも一日の施工延長の短い場合は、当日の施工箇所の前後にも別紙様式１に示す標 

示板を設置するものとする。 

ただし、短期間に完了する軽易な工事については、この限りでない。なお、工事期間については、交 

通上支障を与える実際の期間を記入するものとする。標識等は道路構造令に定める視距を満足する位置 

に設置し、交通量その他現地の状況により枚数等を定める。作業休止中で通行に支障のない場合、標識 

等を撤去するか又はシート等でかくすこと。 

（夜間作業又は昼夜兼行作業の標示） 

２．夜間作業又は昼夜兼行作業を行う道路工事現場においては、別紙様式１に示すとおり道路工事の標 

示板の直上に、表示板Ａ型又はＢ型をそれぞれ標示するものとする。 

（防護施設等の設置） 

３．工事中の歩行者対策については万全の措置を講じること。又、車輌等の侵入を防ぐ必要のある工事箇 

所には、両面にバリケードを設置し、交通に対する危険の程度に応じて赤ランプ、標識等を用いて工事 

現場を囲むものとする。 

（迂回路の標示） 

４．道路工事のため迂回路を設ける場合は、当該迂回路を必要とする時間中、迂回路の入口に迂回路の 

 地図等を標示する標示板を設置し、迂回路の途中の各交差点（迷い込むおそれのない小分岐を除く。） 

 において、道路標識「まわり道」（１２０－Ａ、１２０－Ｂ）を設置するものとする。（参考（２）及 

 び参考（３）を参照） なお、標示板の設置にあたっては、別表様式２を参考とするものとする 

（色 彩） 

５．道路工事現場において、防護施設に色彩を施す場合は、黄色と黒色の斜縞模様（各縞の幅１０cm）を

用いるものとする。 

（施設の管理） 

６．道路工事現場における標示板及び防護施設は、堅固な構造とし所定の位置に整然と設置して修繕塗装、

清掃等の維持を常時行うほか、夜間においては遠方から確認し得るよう照明又は反射装置を施すものと

する。 

（安全管理） 

７．当該工事を施工する請負者及び作業員は次の事項について、特に注意し実施しなければならない。 

（１）作業開始前に作業内容についての保安上の注意、保安施設の配置、服装、機械等の点検を行うこと。 

（２）工事材料、材料器具の整理に留意すると共に車輌等に注意し、自己を危険より守る努力をしなけ 

ればならない。 
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（３）作業員はヘルメット（保安帽）をかぶり、現道工事では安全衣（夜間は反射）を着用し、現場責任

者・安全管理者等は腕章をつけること。その他作業内容によりマスク、手袋、高所作業用の滑らない

履物等を着用すること。  

（４）事故発生の際の車輌の通行方法、まわり道、警察、病院等の所在地その他とるべき必要な措置につ

いて予め考慮しておくこと。 

（５）保安施設の設置にあたっては下記参考事項により、現場の実状を勘案の上実施すること。  

参考 １ 作業員の安全確保のための保安施設およびその配置については各作業種別毎に交通量そ

の他現場作業条件を考慮に入れて決定するものとする。 

 ２ 保安施設の基準ならびのその設置参考図を別表に示す。 

（６）片側交互通行を行う場合は交通整理員（交通誘導員）又は信号機をつけること。その他必要な場合

は交通整理員（交通誘導員）をつけること。 

（文字の書体）  

８．書体は、「道路標識、区画線及び道路標示に関する命令、別表第２備考」に規定するところによる。 

（標示板の拡大）  

９．標示板の大きさ等は必要に応じて所定の比率のまま拡大出来るものとする。  

（交通整理員） 

１０．交通整理員（交通誘導員）は現場作業責任者又は安全管理者等の指示に従い、はっきりした動作で

適切な交通処理をすること。 

（工事名称の標示）  

１１. 工事名称の標示は一般通行人に分かり易い名称に心がけることとし、別紙を標準とする。 

（留意事項） 

１２. 標示施設等の設置基準の留意事項は次による。 

    （１）緊急を要する工事の外は美観を損なわないものであること。  

（２）字は規定どおりの大きさとする。  

（３）字はマジック等で粗末に書かないこと。   
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別表 様式１

現道工事における保安施設のうち，「工事標示板」の標準様式については，次のとおりとすること。

 なお，看板の寸法は，縦１４０～２００cm，横１１４～２００cmとする。

（様式備考）

色彩は，「ご迷惑をおかけします」等の挨拶文，「舗装修繕工事」等の工事種別については青字に白抜

き文字とし，「○○○○をなおしています」等の工事内容，工事期間については青色文字，その他の文

字及び線は黒色，地を白色とする。

広島県○○建設事務所(支所）

1051

別表 様式２

現道工事における保安施設のうち，「まわり道案内表示板」の標準様式については，次のとおりとす

ること。

なお，看板の寸法は，縦１４０～１６５cm，横１１０cmとする。

（様式備考）
色彩は，文字については青色文字，矢印については赤色，地を白色とし「まわり道○m⇒」の

地は白色スコッチライトとする。
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別表 様式３

路上工事に関する情報を歩行者や工事現場周辺の住民に周知するため，工事情報看板及び工事説明看

板を歩道部に設置すること。

標準様式は次のとおりとすること。

なお，看板の寸法は，縦１４０cm，横５５cmとする。

（様式備考）

色彩は，「ご迷惑をおかけします」等のあいさつ文については青字に白抜き文字，「○○○○をなおして

います」等の工事内容については青色文字，その他の文字及び線は黒色，地を白色とする。

「工事情報看板」：路上工事の開始を事前に周知する場合に設置。

 予定されている道路管理者の行う道路工事に関する情報を提供するため，道路工事を開始する約１週

間前から道路工事を開始するまでの間，工事内容，工事期間等を標示する工事情報看板を，道路工事が

予定されている現場付近にドライバーから看板内容が見えないように設置するものとする。

 ただし，短期間に完了する軽易な工事等については，この限りでない。

「工事説明看板」：現在実施している工事に関する情報を提供する場合に設置。

 実施されている道路工事に関する工事情報を提供するため，道路工事開始から道路工事終了までの間，

工事内容，工事期間等を標示する工事説明看板を，道路工事現場付近にドライバーから見えないように

設置するものとする。

発注者 広 島 県 

○○建設事務所（支所） 

電話 ○○○‐○○○‐○○○ 

施工者 ○○○○建設株式会社 

電話 ○○○‐○○○‐○○○ 

発注者 広 島 県 

○○建設事務所（支所） 

電話 ○○○‐○○○‐○○○ 

施工者 ○○○○建設株式会社 

電話 ○○○‐○○○‐○○○ 
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注
１
）
標
識
設
置
の
起
終
点
は
、
交
通
の
状
況
に
よ
り
適
宜
考
慮
す
る
。

注
２
）
徐
行
標
識
（
④
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
標
識
に
よ
り
起
終
点
を
明
示
す
る
。

注
３
）
標
識
は
、
路
面
よ
り
４
ｍ
程
度
の
高
さ
と
す
る
。

　
　
　
な
お
、
標
識
車
の
場
合
で
移
動
す
る
場
合
は
車
輌
制
限
令
の
3.8ｍ

以
下
と
す
る
。

注
４
）
標
識
車
は
、
２
ｔ
車
程
度
の
車
輌
と
す
る
。

　
　
　
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
輌
が
望
ま
し
い
。

注
５
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
手
旗
は
赤
白
と
し
、
大
型
（
50cm角

以
上
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
夜
間
作
業
に
お
い
て
は
、
視
認
性
の
よ
い
誘
導
灯
（
赤
色
）
を
使
用
す
る
。
）

注
６
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
安
全
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
に
は
他

　
　
　
の
作
業
は
さ
せ
な
い
。

注
７
）
夜
間
は
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
を
視
認
し
や
す
い
よ
う
に
照
明
を
設
置
す
る
。

注
８
）
交
通
量
の
少
な
い
路
線
に
お
い
て
は
、
信
号
機
設
置
に
よ
る
交
通
処
理
も
可
。

注
９
）
回
転
灯
は
赤
色
又
は
黄
色
と
し
、
高
く
視
認
し
や
す
く
す
る
。

　
　
　
た
だ
し
、
赤
色
を
使
用
す
る
場
合
は
、
所
轄
警
察
と
協
議
す
る
こ
と
。

注
10）

回
転
灯
は
、
夜
間
作
業
（
夜
間
規
制
）
の
み
。

注
11）

ク
ッ
シ
ョ
ン
ド
ラ
ム
は
、
10個

程
度
を
１
組
と
し
て
配
置
す
る
。

　
　
　
（
日
々
交
通
開
放
す
る
場
合
は
、
標
識
車
と
す
る
。
）

注
12）

体
感
マ
ッ
ト
設
置
は
、
状
況
に
応
じ
て
適
宜
考
慮
す
る
。

注
13）

※
印
は
夜
間
作
業
の
み
。

注
14）

夜
間
は
、
保
安
灯
（
ス
ズ
ラ
ン
灯
、
チ
ュ
ー
ブ
式
を
含
む
。
）
を
設
置
す
る
。

注
15）

作
業
中
に
お
い
て
は
、
工
事
用
車
輌
出
入
口
部
の
コ
ー
ン
バ
ー
・
バ
リ
ケ
ー
ド
を
省
略
し
て
も

　
　
　
良
い
。

注
16）

停
止
線
は
、
視
認
し
や
す
く
幅
広
（
30～

 45cm）
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

注
17）

工
事
施
工
箇
所
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
全
て
（
坑
口
か
ら
坑
口
）
を
規
制

　
　
　
区
間
と
し
て
車
線
規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
作
業
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

注
18）

⑩
⑪
の
看
板
設
置
方
法
は
別
添
－
２
の
と
お
り
と
す
る
。
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注
１
）
舗
装
修
繕
工
事
等
の
よ
う
に
一
定
の
工
事
区
間
を
も
つ
も
の
は
、
工
事
起
終
点
に
固
定
看
板
（
①
⑤
）
を

　
　
　
設
置
す
る
。

注
２
）
徐
行
標
識
（
④
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
標
識
に
よ
り
起
終
点

　
　
　
を
明
示
す
る
。

注
３
）
標
識
車
の
標
識
は
、
路
面
よ
り
４
ｍ
程
度
の
高
さ
と
す
る
。

　
　
　
な
お
、
移
動
す
る
場
合
は
車
輌
制
限
令
の
制
限

3.8ｍ
以
下
と
す
る
。

注
４
）
標
識
車
は
、
２
ｔ
車
程
度
の
車
輌
と
す
る
。
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
輌

　
　
　
が
望
ま
し
い
。

注
５
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
手
旗
は
赤
白
と
し
、
大
型
（

50ｍ
角
以
上
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
夜
間
作
業
に
お
い
て
は
、
視
認
性
の
よ
い
誘
導
灯
（
赤
色
）
を
使
用
す
る
。
）

注
６
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
安
全
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
に
は
他

　
　
　
の
作
業
は
さ
せ
な
い
。

注
７
）
夜
間
は
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
を
視
認
し
や
す
い
よ
う
に
照
明
を
設
置
す
る
。

注
８
）
交
通
量
の
少
な
い
路
線
に
お
い
て
は
、
信
号
機
設
置
に
よ
る
交
通
処
理
も
可
。

注
９
）
回
転
灯
は
赤
色
又
は
黄
色
と
し
、
高
く
視
認
し
や
す
く
す
る
。

　
　
　
た
だ
し
、
赤
色
を
使
用
す
る
場
合
は
、
所
轄
警
察
と
協
議
す
る
こ
と
。

注
10）

回
転
灯
は
、
夜
間
作
業
（
夜
間
規
制
）
の
み
。

注
11）

体
感
マ
ッ
ト
の
設
置
は
、
状
況
に
応
じ
て
適
宜
考
慮
す
る
。

注
12）

※
印
は
夜
間
作
業
の
み
。

注
13）

夜
間
は
、
保
安
灯
（
ス
ズ
ラ
ン
灯
、
チ
ュ
ー
ブ
式
を
含
む
。
）
を
設
置
す
る
。

注
14）

停
止
線
は
、
視
認
し
や
す
く
幅
広
（

30～
 45cm）

の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

注
15）

工
事
施
工
箇
所
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
全
て
（
坑
口
か
ら
坑
口
）
を
規
制
区
間
と
し
て

      車
線
規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
作
業
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

注
16）

⑩
⑪
の
看
板
設
置
方
法
は
別
添
－
２
の
と
お
り
と
す
る
。
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注
１
）
徐
行
標
識
（
④
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
標
識
に
よ
り
起
終
点
を
明
示
す
る
。

注
２
）
標
識
車
の
標
識
は
路
面
よ
り
４
ｍ
程
度
の
高
さ
と
す
る
。

　
　
　
な
お
、
移
動
す
る
場
合
は
車
輌
制
限
令
の
制
限

3.8ｍ
以
下
と
す
る
。

注
３
）
標
識
車
は
、
２
ｔ
車
程
度
の
車
輌
と
す
る
。
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
輌

　
　
　
が
望
ま
し
い
。

注
４
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
手
旗
は
赤
白
と
し
、
大
型
（

50cm角
以
上
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
夜
間
作
業
に
お
い
て
は
、
視
認
性
の
よ
い
誘
導
灯
（
赤
色
）
を
使
用
す
る
。
）

注
５
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
安
全
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
に
は
他

　
　
　
の
作
業
は
さ
せ
な
い
。

注
６
）
夜
間
は
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
を
視
認
し
や
す
い
よ
う
に
照
明
を
設
置
す
る
。

注
７
）
交
通
量
の
少
な
い
路
線
に
お
い
て
は
、
信
号
機
設
置
に
よ
る
交
通
処
理
も
可
。

注
８
）
回
転
灯
は
赤
色
又
は
黄
色
と
し
、
高
く
視
認
し
や
す
く
す
る
。
た
だ
し
、
赤
色
を
使
用
す
る
場
合
は
、
所

　
　
　
轄
警
察
と
協
議
す
る
こ
と
。

注
９
）
回
転
灯
は
、
夜
間
作
業
（
夜
間
規
制
）
の
み
。

注
10）

※
印
は
夜
間
作
業
の
み
。

注
11）

夜
間
は
保
安
灯
（
ス
ズ
ラ
ン
灯
、
チ
ュ
ー
ブ
式
を
含
む
。
）
を
設
置
す
る
。

注
12）

停
止
線
は
、
視
認
し
や
す
く
幅
広
（

30～
 45cm）

の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

注
13）

工
事
施
工
箇
所
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
全
て
（
坑
口
か
ら
坑
口
）
を
規
制
区
間

      と
し
て
車
線
規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
作
業
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
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注
１
）
標
識
車
の
標
識
は
、
路
面
よ
り
４
ｍ
程
度
の
高
さ
と
し
、
高
輝
度
回
転
灯
な
ど
を
設
置
し
て
視
認
性
の
高
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
な
お
、
移
動
す
る
場
合
は
車
両
制
限
令
の

3.8ｍ
以
下
と
す
る
。

注
２
）
標
識
車
は
２
ｔ
車
程
度
の
車
両
と
す
る
。

　
　
　
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
両
が
望
ま
し
い
。

注
３
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
手
旗
は
赤
白
と
し
、
大
型
（

50cm角
以
上
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
夜
間
作
業
に
お
い
て
は
、
視
認
性
の
よ
い
誘
導
灯
（
赤
色
）
を
使
用
す
る
。
）

　
　
　
ま
た
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
に
は
他
の
作
業
は
さ
せ
な
い
。

注
４
）
緩
衝
区
間
長
は
、
原
則
と
し
て

20～
 40ｍ

の
範
囲
で
規
制
速
度
、
現
場
の
状
況
等
を
勘
案
し
設
定
す
る
。

注
５
）
警
戒
標
識
（

213）
を
設
置
す
る
場
合
は
、
工
事
（
又
は
作
業
）
箇
所
か
ら
最
も
遠
い
標
識
を
最
初
に
設
置
す
る
。

　
　
　
ま
た
、
撤
去
す
る
場
合
は
、
工
事
（
又
は
作
業
）
箇
所
か
ら
最
も
遠
い
標
識
を
最
後
に
撤
去
す
る
。
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注
１
）
作
業
区
間
の
手
前
に
は
、
作
業
予
告
と
し
て
予
告
標
識
又
は
、
標
識
車
ど
ち
ら
か
の
設
置
を
行
う
。

注
２
）
標
識
車
の
標
識
の
路
面
か
ら
の
高
さ
は
、
特
殊
車
輌
通
行
許
可
を
得
た
場
合
を
除
き
、
移
動
す
る
場
合
は
車
輌
制
限
令
の
制
限

3.8ｍ
以
下

　
　
　
と
す
る
。

注
３
）
標
識
車
は
、
２
ｔ
車
程
度
の
車
輌
と
す
る
。
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
輌
が
望
ま
し
い
。

注
４
）
各
作
業
用
車
輌
に
は
、
回
転
灯
（
黄
色
）
及
び
作
業
中
表
示
を
設
置
す
る
。

注
５
）
各
車
輌
に
台
数
表
示
を
行
う
。

注
６
）
工
事
施
工
箇
所
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
全
て
（
坑
口
か
ら
坑
口
）
を
規
制
区
間
と
し
て
車
線
規
制
を
実
施
す
る
と
と

　
　
　
も
に
、
夜
間
作
業
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
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注
１
）
標
識
設
置
の
起
終
点
は
、
交
通
の
状
況
に
よ
り
適
宜
考
慮
す
る
。

注
２
）
徐
行
標
識
（
④
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
標
識
に
よ
り
起
終
点
を

　
　
　
明
示
す
る
。

注
３
）
標
識
は
、
路
面
よ
り
４
ｍ
程
度
の
高
さ
と
す
る
。

　
　
　
な
お
、
標
識
車
の
場
合
で
移
動
す
る
場
合
は
車
輌
制
限
令
の

3.8ｍ
以
下
と
す
る
。

注
４
）
標
識
車
は
、
２
ｔ
車
程
度
の
車
輌
と
す
る
。

　
　
　
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
輌
が
望
ま
し
い
。

注
５
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
手
旗
は
黄
色
と
し
、
大
型
（

50cm角
以
上
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
夜
間
作
業
に
お
い
て
は
、
視
認
性
の
よ
い
誘
導
灯
（
赤
色
）
を
使
用
す
る
。
）

注
６
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
安
全
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
に
は
他

　
　
　
の
作
業
は
さ
せ
な
い
。

注
７
）
夜
間
は
、
交
通
整
理
員

(交
通
誘
導
員

)(安
全
ロ
ボ
ッ
ト

)を
視
認
し
や
す
い
よ
う
に
照
明
を
設
置
す
る
。

注
８
）
回
転
灯
は
赤
色
又
は
黄
色
と
し
、
高
く
視
認
し
や
す
く
す
る
。

　
　
　
た
だ
し
、
赤
色
を
使
用
す
る
場
合
は
、
所
轄
警
察
と
協
議
す
る
こ
と
。

注
９
）
回
転
灯
は
、
夜
間
作
業
（
夜
間
規
制
）
の
み
。

注
10）

ク
ッ
シ
ョ
ン
ド
ラ
ム
は
、

10個
程
度
を
１
組
と
し
て
配
置
す
る
。

　
　
　
（
日
々
交
通
開
放
す
る
場
合
は
、
標
識
車
と
す
る
。
）

注
11）

体
感
マ
ッ
ト
設
置
は
、
状
況
に
応
じ
て
適
宜
考
慮
す
る
。

注
12）

※
印
は
夜
間
作
業
の
み
。

注
13）

★
印
は
中
央
分
離
帯
の
な
い
場
合
の
み
。

注
14）

夜
間
は
、
保
安
灯
（
ス
ズ
ラ
ン
灯
、
チ
ュ
ー
ブ
式
を
含
む
。
）
を
設
置
す
る
。

注
15）

作
業
中
に
お
い
て
は
、
工
事
用
車
両
出
入
口
部
の
コ
ー
ン
バ
ー
・
バ
リ
ケ
ー
ド
を
省
略
し
て
も
良
い
。

注
16）

工
事
施
工
箇
所
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
全
て
（
坑
口
か
ら
坑
口
）
を
規
制
区
間
と

      し
て
車
線
規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
作
業
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

注
17）

⑩
⑪
の
看
板
設
置
方
法
に
つ
い
て
は
別
添
－
２
の
と
お
り
と
す
る
。
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注
１
）
舗
装
修
繕
工
事
等
の
よ
う
に
一
定
の
工
事
区
間
を
も
つ
も
の
は
、
工
事
起
終
点
に
固
定
看
板
（
①
⑤
）
を

　
　
　
設
置
す
る
。

注
２
）
徐
行
標
識
（
④
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
標
識
に
よ
り
起
終
点
を
明
示
す
る
。

注
３
）
標
識
車
の
標
識
は
、
路
面
よ
り
４
ｍ
程
度
の
高
さ
と
す
る
。

　
　
　
な
お
、
移
動
す
る
場
合
は
車
輌
制
限
令
の

3.8ｍ
以
下
と
す
る
。

注
４
）
標
識
車
は
、
２
ｔ
車
程
度
の
車
輌
と
す
る
。

　
　
　
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
輌
が
望
ま
し
い
。

注
５
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
手
旗
は
黄
色
と
し
、
大
型
（

50cm角
以
上
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
夜
間
作
業
に
お
い
て
は
、
視
認
性
の
よ
い
誘
導
灯
（
赤
色
）
を
使
用
す
る
。
）

注
６
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
安
全
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
に
は
他
の

　
　
　
作
業
は
さ
せ
な
い
。

注
７
）
夜
間
は
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員

)(安
全
ロ
ボ
ッ
ト
）
を
視
認
し
や
す
い
よ
う
に
照
明
を
設
置
す
る
。

注
８
）
回
転
灯
は
赤
色
又
は
黄
色
と
し
、
高
く
視
認
し
や
す
く
す
る
。

　
　
　
た
だ
し
、
赤
色
を
使
用
す
る
場
合
は
、
所
轄
警
察
と
協
議
す
る
こ
と
。

注
９
）
回
転
灯
は
、
夜
間
作
業
（
夜
間
規
制
）
の
み
。

注
10）

体
感
マ
ッ
ト
設
置
は
、
状
況
に
応
じ
て
適
宜
考
慮
す
る
。

注
11）

※
印
は
夜
間
作
業
の
み
。

注
12）

★
印
は
中
央
分
離
帯
の
な
い
場
合
の
み
。

注
13）

夜
間
は
、
保
安
灯
（
ス
ズ
ラ
ン
灯
、
チ
ュ
ー
ブ
式
を
含
む
。
）
を
設
置
す
る
。

注
14）

中
央
帯
側
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
・
保
安
灯
は
分
離
帯
の
な
い
場
合
に
設
置
す
る
。

注
15）

工
事
施
工
箇
所
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
全
て
（
坑
口
か
ら
坑
口
）
を
規
制
区

　
　
　
間
と
し
て
車
線
規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
作
業
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

注
16）

⑩
⑪
の
看
板
設
置
方
法
に
つ
い
て
は
別
添
－
２
の
と
お
り
と
す
る
。
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注
１
）
徐
行
標
識
（
④
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
標
識
に
よ
り
起
終
点
を

　
　
　
明
示
す
る
。

注
２
）
標
識
車
の
標
識
は
、
路
面
よ
り
４
ｍ
程
度
の
高
さ
と
す
る
。

　
　
　
な
お
、
移
動
す
る
場
合
は
車
輌
制
限
令
の

3.8ｍ
以
下
と
す
る
。

注
３
）
標
識
車
は
、
２
ｔ
車
程
度
の
車
輌
と
す
る
。
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
輌
が
望
ま
し

　
　
　
い
。

注
４
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
手
旗
は
黄
色
と
し
、
大
型
（

50cm角
以
上
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
夜
間
作
業
に
お
い
て
は
、
視
認
性
の
よ
い
誘
導
灯
（
赤
色
）
を
使
用
す
る
。
）

注
５
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
安
全
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
に
は
他
の
作
業
は

　
　
　
さ
せ
な
い
。

注
６
）
夜
間
は
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員

)(安
全
ロ
ボ
ッ
ト
）
を
視
認
し
や
す
い
よ
う
に
照
明
を
設
置
す
る
。

注
７
）
回
転
灯
は
赤
色
又
は
黄
色
と
し
、
高
く
視
認
し
や
す
く
す
る
。

　
　
　
た
だ
し
、
赤
色
を
使
用
す
る
場
合
は
所
轄
警
察
と
協
議
す
る
こ
と
。

注
８
）
回
転
灯
は
夜
間
作
業
（
夜
間
規
制
）
の
み
。

注
９
）
※
印
は
夜
間
作
業
の
み
。

注
10）

★
印
は
中
央
分
離
帯
の
な
い
場
合
の
み
。

注
11）

夜
間
は
保
安
灯
（
ス
ズ
ラ
ン
灯
、
チ
ュ
ー
ブ
式
を
含
む
。
）
を
設
置
す
る
。

注
12）

中
央
帯
側
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
・
保
安
灯
は
分
離
帯
の
な
い
場
合
に
設
置
す
る
。

注
13）

工
事
施
工
箇
所
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
全
て
（
坑
口
か
ら
坑
口
）
を
規
制

　
　
　
区
間
と
し
て
車
線
規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
作
業
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
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注
１
）
標
識
車
の
標
識
は
、
路
面
よ
り
４
ｍ
程
度
の
高
さ
と
し
、
高
輝
度
回
転
灯
な
ど
を
設
置
し
て
視
認
性
の
高
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
な
お
、
移
動
す
る
場
合
は
車
両
制
限
令
の

3.8ｍ
以
下
と
す
る
。

注
２
）
標
識
車
は
２
ｔ
車
程
度
の
車
輌
と
す
る
。

　
　
　
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
両
が

　
　
　
望
ま
し
い
。
望
ま
し
い
。

注
３
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
は
、
通
行
車
両
の
飛
び
込
み
時

　
　
　
等
に
お
い
て
安
全
が
確
保
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
は
配
置
し
な
い
。

　
　
　
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
を
配
置
し
な
い
場
合
は
、
安
全
ロ
ボ
ッ
ト
（
車
載
式
）
を
設
置
す
る
。

注
４
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
手
旗
は
黄
色
と
し
、
大
型
（

50cm角
以
上
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
夜
間
作
業
に
お
い
て
は
、
視
認
性
の
よ
い
誘
導
灯
（
赤
色
）
を
使
用
す
る
。
）

　
　
　
ま
た
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
に
は
他
の
作
業
は
さ
せ
な
い
。

注
５
）
緩
衝
区
間
長
は
、
原
則
と
し
て

20～
 40ｍ

の
範
囲
で
規
制
速
度
、
現
場
の
状
況
等
を
勘
案
し
設
定
す
る
。

注
６
）
警
戒
標
識
（

213）
を
設
置
す
る
場
合
は
、
工
事
（
又
は
作
業
）
箇
所
か
ら
最
も
遠
い
標
識
を
最
初
に
設
置
す
る
。

　
　
　
ま
た
、
撤
去
す
る
場
合
は
、
工
事
（
又
は
作
業
）
箇
所
か
ら
最
も
遠
い
標
識
を
最
後
に
撤
去
す
る
。
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注
１
）
作
業
区
間
の
手
前
に
は
、
作
業
予
告
と
し
て
予
告
標
識
又
は
、
標
識
車
ど
ち
ら
か
の
設
置
を
行
う
。

注
２
）
標
識
車
の
標
識
の
路
面
か
ら
の
高
さ
は
、
特
殊
車
輌
通
行
許
可
を
得
た
場
合
を
除
き
、
移
動
す
る
場
合
は
車
輌
制
限
令
の
制
限

3.8ｍ
以
上
と
す
る
。

注
３
）
標
識
車
は
、
２
ｔ
車
程
度
の
車
輌
と
す
る
。
ま
た
、
標
識
車
は
、
追
突
衝
撃
緩
和
装
置
を
装
着
し
た
車
輌
が
望
ま
し
い
。

注
４
）
各
作
業
用
車
輌
に
は
、
回
転
灯
（
黄
色
）
及
び
作
業
中
表
示
を
設
置
す
る
。

注
５
）
各
車
輌
に
台
数
表
示
を
行
う
。

注
６
）
工
事
施
工
箇
所
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
全
て
（
坑
口
か
ら
坑
口
）
を
規
制
区
間
と
し
て
車
線
規
制
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
夜

      間
作
業
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
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注
１
）
路
肩
幅
員
が
狭
小
で
対
面
通
行
が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
片
側
交
互
通
行
規
制
と
す
る
。

注
２
）
路
肩
幅
員
が
広
く
本
線
交
通
へ
の
影
響
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
標
識
車
を
用
い
た
規
制
方
法
も
可
。

注
３
）
規
制
が
短
時
間
の
場
合
は
、
バ
リ
ケ
ー
ド
（
コ
ー
ン
バ
ー
）
に
替
え
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
コ
ー
ン
の
み
で
も
可
。

注
４
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
手
旗
は
黄
色
と
し
、
大
型
（

50ｍ
角
以
上
）
の
も
の
を
使
用
す
る
。

　
　
　
（
夜
間
作
業
に
お
い
て
は
、
視
認
性
の
よ
い
誘
導
灯
（
赤
色
）
を
使
用
す
る
。
）

注
５
）
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
の
安
全
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
に
は
他
の
作
業
は
さ
せ
な
い
。

注
６
）
夜
間
は
、
交
通
整
理
員
（
交
通
誘
導
員
）
を
視
認
し
や
す
い
よ
う
に
照
明
を
設
置
す
る
。

注
７
）
回
転
灯
は
赤
色
又
は
黄
色
と
し
、
高
く
視
認
し
や
す
く
す
る
。
た
だ
し
、
赤
色
を
使
用
す
る
場
合
は
所
轄
警
察
と
協
議
す
る
こ
と
。

注
８
）
回
転
灯
は
夜
間
作
業
（
夜
間
規
制
）
の
み
。

注
９
）
※
印
は
夜
間
作
業
の
み
。

注
10）

夜
間
は
保
安
灯
（
ス
ズ
ラ
ン
灯
、
チ
ュ
ー
ブ
式
を
含
む
。
）
を
設
置
す
る
。

注
11）

徐
行
標
識
（
④
）
に
つ
い
て
は
、
補
助
標
識
に
よ
り
起
終
点
を
明
示
す
る
。

注
12）

工
事
施
工
箇
所
が
ト
ン
ネ
ル
内
の
場
合
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
全
て
（
坑
口
か
ら
坑
口
）
を
規
制
区
間
と
し
て
車
線
規
制
を
実
施
す
る
と
と

　
　
　
も
に
、
夜
間
作
業
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

注
13）

⑩
⑪
の
看
板
設
置
方
法
に
つ
い
て
は
別
添
－
２
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
短
期
間
に
完
成
す
る
軽
易
な
工
事
等
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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記
号

①
②

③
④

⑤
⑥

名
称

警
戒
標
識
（２
１
３
）

警
戒
標
識
（２
１
１
）

規
制
標
識
（３
１
１
－
Ｅ
）

規
制
標
識
（３
２
９
）

工
事
表
示
板

回
転
灯

様式および標準寸法

記
号

⑦
⑧

⑨
⑩

⑪
名
称

散
光
式
大
型
工
事
標
示
板

片
側
通
行
予
告
標
示
板

停
止
位
置
標
示
板

工
事
情
報
看
板

工
事
説
明
看
板

様式および標準寸法

1
1
4
c
m

2
1
:0
0

6
:0
0

140cm

  0
0

:0
0

 
 0

0
:0

0

（単
位
㎜
)

（単
位
㎜
)

⑤
⑩
⑪
に
つ
い
て

　
色
彩
は
、
「ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
」等
の
挨
拶

文
、
「舗
装
修
繕
工
事
」等
の
工
事
種
別
に
つ
い
て
は

青
地
に
白
抜
き
文
字
と
し
、
「○
○
を
な
お
し
て
い
ま

す
」等
の
工
事
内
容
、
工
事
期
間
に
つ
い
て
は
青
色

文
字
、
そ
の
他
の
文
字
及
び
線
は
黒
色
、
地
を
白
色
と

す
る
。

　
工
事
内
容
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
別
添
－
３
「工
事

看
板
表
示
例
」を
参
照
の
こ
と
。
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（別　　表）

規制速度
(km/h)

地　方　部 都　市　部 地　方　部 都　市　部

80 150 120 75 60

60 120 90 60 45

50 90 75 45 35

40 75 60 35 30

30 60 45 30 20

20 45 30 20 15

30 20 15 10

標準値　(m) 最低基準値　(m)

※片面交互通行の場合

－すりつけ長の標準値と最低基準値（１車線あたり）－

概　　　 略 　　　の
道　　路　　区　　分

国
　
　
道

都
道
府
県
道

市
 
町
 
村
 
道

注１）　すりつけ長は、車線規制に伴う通行車両の円滑な車線移行（ステアリング、加
減速等）及び前方不注意等による突入車の減速停止区間としての役割を持って
おり、なるべく長くとることが望ましい。

注２）　すりつけ長の標準値は、道路構造令の「車線数の増減の場合のすりつけ率」に
準拠し、１車線幅員３ｍで計算、５ｍきざみで数値を丸めたもので、１車線あたり
のすりつけ長を示す。従って、２車線をすりつける場合はこの２倍の値となる。

注３）　すりつけ長は、原則的には標準値とするが、地形、交通量、規制区間前後の交
差点位置、その他の状況により、これによりがたい場合は、最低基準値まで縮小
できるものとする。
　なお、積雪寒冷地で路面が凍結する恐れがある場合は、極力、基準値を採用
することが望ましい。

注４）　表中の規制速度は、当該道路に対して交安委員会が指定する最高速度とする
が、これによりがたい場合は、道路交通等の実状を勘案し設定するものとする。
　特に、国道で規制速度が50km/h以下の場合は十分な配慮をするものとする。

注５）　片側交互通行の場合は、速度に関係なく表中の数値まで縮小することができる
ものとする。
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　予定している道路工事に関する工事情報を提供するために、道路工事を開始す
る１週間前から道路工事を開始するまでの間、工事内容、工事期間等を標示する工
事情報看板を、道路工事が予定されている現場付近にドライバーから看板内容が
見えないように設置するものとする。ただし、短期間に完成する軽易な工事等につ
いては、この限りでない。なお、表示板の設置にあたっては、図１を参考とするものと
する。

　実施されている道路工事に関する工事情報を提供するため、道路工事開始から
道路工事終了までの間、工事内容、工事期間等を標示する工事説明看板を、道路
工事現場付近にドライバーから看板内容が見えないように設置するものとする。ただ
し、短期間に完成する軽易な工事等については、この限りでない。なお、表示板の
設置にあたっては、図１を参考とするものとする。
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